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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
か
ら
森
林
組
合
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
改
め
ま
し
て
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
印
象
が
残
り
ま
し
た
。先
ず
は
、四
月
に
発
生
し
ま
し
た
、熊
本
地
震
は
、震
度
七
を
記
録
し
、住
宅
の
全
壊
が
、

八
二
〇
〇
余
り
半
壊
が
三
〇
四
九
九
棟
余
り
一
部
破
損
は
、
一
四
万
棟
余
り
被
害
が
あ
り
、
重
い
瓦
の
木
造
住
宅
の
被
害
が
多
く
目
に
つ
き
ま
し
た
が
、
耐
震
基
準
の
見
直

し
が
あ
っ
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
住
宅
に
お
い
て
も
全
壊
が
あ
っ
た
な
ど
揺
れ
の
大
き
さ
が
わ
か
る
悲
し
い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。
連
日
、
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
熊
本
城
の

被
害
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
胸
の
痛
む
光
景
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
は
鳥
取
中
部
地
震
が
発
生
し
震
度
六
弱
の
大
き
な
振
れ
を
観
測
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
多
く
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
、
特
に
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
林
業
界
に
あ
っ
て
は
、
九
月
か
ら
新
庄
市
に
進
出
致
し
ま
し
た
協
和
木
材
が
納
材
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
お
い
て
大
き
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、Ａ
材
の
販
路
の
問
題
に
つ
い
て
課
題
を
残
し
て
お
り
ま
す
。Ｂ
材
の
み
を
一
二
万
立
法
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
こ
れ
に
付
随
す

る
Ａ
材
や
Ｃ
材
Ｄ
材
の
販
路
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。も
と
も
と
、全
国
的
に
お
い
て
も
山
形
県
に
お
い
て
も
、い
わ
ゆ
る
、林
齢
構
成
は
、ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
、
平
準
化
し
て
伐
採
と
同
時
に
再
造
林
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
安
定
供
給
の
意
味
合
い
か
ら
も
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
に
お
い

て
は
、
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
嵩
上
げ
を
行
い
八
〇
％
の
補
助
率
で
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
、
材
価
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
造
林
費
用
が
、
賄
え
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
な
お
一
層
の
支
援
を
頂
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
の
策
定
は
急
務
で
あ
り
、
森
林
組
合
に
お
い
て
も
人
材
の
育
成
と
共
に
大
き
な
柱
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
森

林
整
備
に
伴
う
財
源
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
捉
え
て
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
農
林
大
学
校

に
お
い
て
学
ん
で
い
る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
若
者
が
、
魅
力
あ
る
林
業
に
な
る
よ
う
に
我
々
森
林
組
合
は
、
い
ま
、
ま

さ
に「
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、森
の
恵
み
を
活
か
し
資
源
を
有
効
活
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
く
よ
う
に
展
開
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
も
現
在
、
森
林
林
業
に
は
追
い
風
が
吹
き
始
め
Ｃ
材
Ｄ
材
の
販
路
も
大
き
く
広
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。
県
内
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
最
上
郡
に
お
い
て
も
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
実
施
が
、
検
討
、
実
施
さ
れ
価
格
に
お
い
て
も
、
少
し
ず
つ
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
本
の
木
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
す
べ
て
使
用
さ
れ
れ
ば
、
全
体
に
お

い
て
山
林
所
得
は
上
昇
し
、
一
層
の
森
林
所
有
者
へ
の
還
元
が
可
能
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、最
近
の
環
境
に
対
す
る
森
林
の
役
割
は
、「
パ
リ
協
定
」に
よ
っ
て
な
お
一
層
、注
目
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、日
本
全
体
で
、ま
た
、

地
球
規
模
で
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
、
森
林
が
果
た
す
べ
く
役
割
は
、
ま
す
ま
す
、
重
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

環
境
と
い
う
観
点
か
ら
林
業
に
目
を
向
け
て
い
く
事
が
、
年
々
増
大
す
る
中
、
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、
環
境
税
の
創
設
が
、
よ
う
や
く
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
乗
っ
た
感
じ
が

あ
り
、林
業
界
全
体
、国
民
全
体
で
推
し
進
め
て
行
け
る
よ
う
に
、お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。林
業
の
活
性
化
は
、中
山
間
地
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
、里
山
に
住
む
人
々

の
雇
用
を
生
み
、
そ
こ
で
、
生
活
し
て
い
け
る
安
心
感
が
、
再
生
の
第
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
森
林
組
合
も
組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
林
業
の
再
生
・
地
域
の
再
生
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
を
し
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
最
上
広
域
森
林
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長
　
佐
　
藤
　
景 

一 

郎
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十
一
月
三
十
日
（
水
）

真
室
川
町
・
山
形
森
林
管

理
署
最
上
支
署
・
山
形
県

林
業
公
社
・
小
国
山
備
荒

林
生
産
森
林
組
合
は
真
室

川
町
地
内
西
小
又
・
小
国

地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

を
締
結
し
た
。

　
本
取
組
は
、
民
有
林
と

国
有
林
が
隣
接
し
て
い
る

地
域
に
お
い
て
双
方
で
協

定
を
締
結
し
合
理
的
な
路

網
整
備
や
効
率
的
な
森
林
施
業
を
実
施
す
る
為
の
協
定
で

あ
り
県
内
で
は
五
例
目
で
あ
る
。

　
民
有
林
二
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
国
有
林
四
百
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
区
域
を
森
林
協
同
施
業
団
地
と
し
新
た
に
策
定
し
た

森
林
整
備
実
施
計
画
に
基
づ
き
路
網
・
間
伐
等
の
森
林
整

備
を
行
い
国
と
地
域
が
一

体
と
な
り
、
連
携
す
る
こ

と
で
路
網
等
を
相
互
利
用

し
、低
コ
ス
ト
で
の
伐
採
・

搬
出
及
び
木
材
の
安
定
供

給
を
目
的
と
す
る
。

　
当
組
合
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
協
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

という森林所有者の方が多いのではないでしょうか？
　補助制度を活用することで、自己負担金を軽減する
ことができます。
　さらには、間伐材を搬出し販売することにより、森
林所有者の皆様に木材代金として、還元できる場合も
あります。
　間伐等を行う森林の現況、面積及び林齢などの要件
を満たす事で、森林経営計画を作成し、認定を受ける
事ができます。事ができます。事ができます。

◆　「森林経営計画」の認定を受けると支援（補助金）や税金などの優遇処置が受けられます。
◆　森林を集約化し、どのように施業・保護していくか、また路網をどのように整備していくかな
どについての５年間の計画を樹立し、市町村長の認定を受ける制度です。
◆　集約化（団地をまとめる）施業を行うことにより作業の効率化、低コスト化を図り、対象区域
内で森林の整備及び 路網開設等を行った場合に限り補助金の支援対象となります。

森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について森林経営計画について
「山の手入れをしたいが、負担金が気になる」

森林施業計画
個々に森林の施業を実施

森林経営計画
面的なまとまりのある森林の
施業及び保護を実施

【森林経営計画とは】

◆　森林所有者との森林経営委託契約書の締結が必要となります。
◆　契約期間は原則５年以上

【森林組合が森林の経営委託を受け森林経営計画を策定する場合】

「
西
小
又
・
小
国
地
区

　
　
　
森
林
整
備
推
進
協
定
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
結
式
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税込 600円税込 4,320円 税込 5,832円
トンビマイタケ（余目河村）
菌床玉  ６コ入  １ケース

春の植菌の時期が近づいています春の植菌の時期が近づいています

マイタケ（余目河村）
原木  ５本入  １ケース

トンビマイタケ（最上まいたけ）
菌床玉  １コ

森 産 業 余目河村
1,000 ヶ入（9.2mm） 500 ヶ入（8.5mm）

なめこ、しいたけ、ブナカノカ、ヒラタケ
ムキタケ、クリタケ、エノキタケ、キクラゲ
タモギタケ

※その他、大貫・日本きのこセンター等もご希望により取り寄せ可能です。
（少量の場合は送料が個人負担となる場合があります。お早めにご連絡下さい）

最上広域森林組合
ＴＥＬ  0233（62）2102
ＦＡＸ  0233（62）2953

組合員の皆様へ
住所や氏名に変更が生じ
た際は、手続きが必要と
なりますので、当組合ま
でご連絡下さい。

なめこ１号　晩生、なめこ２号　中生
なめこ３号　早生、しいたけ　290号

税込 1,485円税込 3,294円

¥14,040（税込） ¥14,796（税込） ¥15,811（税込）

メールアドレス   soumu@mogami-morikumi.or.jp
ＨＰアドレス   mogami-morikumi.or.jp

種駒 及び オガ菌の購入なら
当組合に!!

アラミド繊維を本体に使用し、高
い耐切創性、耐貫通性を発揮し、
とても丈夫です。

とにかく軽く折れにくい長靴で長時
間履いて歩いても疲れにくいのが特
徴です。また、足首の部分が柔らか
い為、締具付きになっています。

当店で取り扱っている長靴の中では
一番の売れ筋商品であり、林業の現
場では広く活躍している長靴です。

マイティーブーツ 岩　礁ＳＧサプラーⅡ

その他、林業用の資材も多数取り揃えています。


